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白熱の沈黙のなかで

あの頃は私達　一つの美しい言葉があればよかった
それだけでうっとりした
一つの美しい歌があればよかった
それだけであふれていた
二杯目のモカのなかで　二度目の眠りのように
二つの全身全霊は　いつまでも満ち足りていた
わたしののぞみのすべて　二つの愛よ　あの狂おしい愛よ
私はお前たちを抱きしめ　人生を信じた
あの白熱の沈黙の中で


